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（１） 設置する学校の内容（平成２４年５月１日現在）

修　学 収　容 入　学 現　員 開　設 備　考
年　限 定　員 定　員 年　度
4年 400名 100名 268名 平成15年

2年 200名 100名 229名 昭和56年
2年 200名 100名 153名 平成 4年

― 400名 200名 382名 ―
3年 685名 225名 554名 昭和24年

3年 105名 35名 107名 平成21年

3年 540名 180名 525名 昭和23年

3年 540名 180名 548名 昭和22年

6年 756名 126名 673名 昭和22年

3年 120名 40名 112名 昭和36年
3年 120名 40名 151名
6年 360名 60名 254名
3年 210名 70名 121名
― 810名 210名 638名 ―
― 4,236名 1,256名 3,695名 ―

（２）役員・評議員の概要（平成２４年５月１日現在）

理　事　長
理　　事

定　　　数 ８～１３人
総　　　数 　　１３人

（３）教職員の概要(平成２４年５月１日現在）

学校
本　務 非常勤 本　務 兼　務

― ― 3 0
17 31 11 5

（17） （31） （11） （ 5）
20 55 16 5

（11） （27） （ 8） （ 2）
（ 9） （28） （ 8） （ 3）

43 6 7 0
13 0 1 1
25 14 6 3
28 10 7 5
41 3 15 8
72 19 13 12

259 138 79 39法人合計

長野清泉女学院中学校

清泉女学院中学校

法人本部

（心理コミュニケーション学科）
清泉女学院短期大学
（幼児教育科）

清泉小学校

法　　人　　合　　計

清泉女学院中学校
神奈川県鎌倉市城廻200

清泉インターナショナル学園

小学部
幼稚部

東京都世田谷区用賀1-12-15 中学部

全日制

全日制

高等学部

清泉インターナショナル学園

（国際コミュニケーション科）
長野清泉女学院高等学校

清泉女学院高等学校

職　員　数

清泉女学院大学　人間学部

（学科）

２７人２人

教　員　数

１７～２７人２人
監　　事 評　議　員

　　堀　明子（７５歳） 

　計

学部・学科等

人間学部
心理コミュニ

幼児教育科
国際コミュニ

ケーション学科

ケーション科

長野清泉女学院高等学校
長野県長野市箱清水1-9-19

清泉女学院短期大学
長野県長野市上野2-120-8

　計

Ⅰ　法人の概要

学　　校　　名

清泉女学院大学
長野県長野市上野2-120-8

（所　在　地）

清泉小学校
神奈川県鎌倉市雪ノ下3-11-45

清泉女学院高等学校
神奈川県鎌倉市城廻200

長野清泉女学院中学校
長野県長野市箱清水1-9-19



Ⅱ 事業の概要   
 平成 24年度、各学校の主な事業実績は次のとおりです。   

 
◆長野清泉女学院中学・高等学校 

・教科部（授業研究、補講計画、カリキュラム作成等）と進路指導係を一つにして、より充実した教育活動

が行えるようにした。 

・「朝の読書」の実施、隔週土曜日授業の実施、キャリア教育の充実、規範意識と社会性の育成を目指した生

徒指導の充実、姉妹校体験授業と高大連携によるコース・系列の教育内容の充実、「シラバス」と「学習の

手引き」を一つにまとめた冊子を新年度より配布する準備等教育活動の充実を図った。 

・中高一貫生の自主学習の補助、教員の指導力向上の為に独自の「東京大学入試問題集」を作成し、「紀要」

を復刊した。 

・総合的な学習と進路指導の連携、規範意識の育成と心理的な援助に向けての生徒指導のあり方と指導方法

の研究、多様化する入試形態への対応等を図った。 

 

◆清泉女学院中学高等学校 

・設立の理念に基づき、新指導要領の実施を契機とした、カリキュラムの実行、校務分掌を吟味・再編によ

る学校運営・教育活動の改善と合理化を図った。 

・中学新入生に対しオリエンテーションを入学前に実施した。 

・生徒の学習意欲を育むため検定試験(英語・数学・日本語)の利用、休業期間の中 1・中２・中３の補習、

夏期長期休暇における大学受験対策講座、ニュージーランド海外語学研修プログラムを実施した。 

・下校時間を繰り下げ、生徒が校内で十分に活動できるように日課を改編した。 

・大学受験に向けての進学指導を中心に教職員の指導力を高める研究、保護者とのコミュニケーションの充

実を図り、また、中学入学試験における帰国子女の積極的な受け入れの促進及び受験生を掘り起しのため、

学校説明会の積極的開催と業者説明会へ参加した。 

 

◆清泉小学校 

・「教育推進委員会」を立ち上げ、教育活性のため様々な観点から具体案を作成した。 

・建学の精神を様々な学校行事・学校生活を通して、子どもたちに伝え、感じとらせ、「子ども一人ひとりを

活かす」授業の質の向上・改善に努め、生徒指導アニメーターを中心に掃除指導の研修を実施した。 

・年 7回の「授業研究」を実施し、今年度は「全体授業研究会」を一般公開した。 

・年 2 回「オープンスクール」を実施し、すべての学校生活を保護者に公開したとともに、保護者会等を定

期的にもち、学校の目指すものを伝えた。 

 

◆清泉インターナショナル学園 

・当学園の創立 50周年を祝し式典を開催すると共に周年募金を設定した。 

・隣接土地を取得、今後運動場として整備する予定。 

・当学園の各分野において基準に照らし自己評価を行い、必要な改善策の検討及び策定を実施した。 

・研究活動において、引き続き生徒に対する多面的評価の研究を行った。 

・清泉小学校、長野清泉高校との相互訪問の実施とともに、近隣の小学校との交流を行った。 

・積極的なボランティア活動を実施した。 

 

◆清泉女学院大学（別掲） 

◆清泉女学院短期大学(別掲) 
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活
性
化
と
学
生
の
発
信
活
動
を
組
み
あ
わ
せ
た
古
民

家
再
生
に
よ
る
清
泉
女
学
院
大
学
・
街
中
キ
ャ
ン
パ

ス
「
権
堂
分
校
」
等
の
学
生
の
地
域
社
会
で
の
活
動

等
の
新
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

③ 

他
大
学
と
の
連
携
…
「
長
野
県
内
大
学
単
位
互
換

制
度
」「
清
泉
女
子
大
学
姉
妹
校
留
学
制
度
」「
上
智

大
学
学
生
交
流
協
定
」
を
積
極
的
に
推
進
し
、「
高
等

教
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
信
州
」（
県
内
８
大
学
）
に
よ

る
、
遠
隔
授
業
及
び
ピ
ア
メ
ン
タ
ー
育
成
合
宿
を
継

続
し
て
行
い
ま
し
た
。

〈
短
大
〉

① 

建
学
の
精
神
の
実
現
…
本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ

る
キ
リ
ス
ト
教
的
価
値
観
を
深
め
、
そ
れ
に
基
づ
く

学
園
生
活
の
実
現
の
た
め
に
、「
人
間
学
」「
キ
リ
ス

ト
教
概
論
」
な
ど
の
科
目
履
修
と
と
も
に
静
修
会
を

行
い
ま
し
た
。
５
月
の
静
修
会
で
は
、
各
学
科
ご
と

講
師
の
講
演
を
聴
き
短
大
生
活
の
意
義
を
深
く
考
え
、

短
大
全
体
と
し
て
行
っ
た
12
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
静
修

会
で
は
、
神
父
様
の
講
話
と
と
も
に
、
祈
り
を
捧
げ

る
時
間
を
共
有
し
、
３
月
の
卒
業
静
修
会
で
は
、
２

年
生
は
学
生
生
活
を
振
り
返
り
、
将
来
に
向
け
て
心

を
準
備
す
る
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。

② 

幼
児
教
育
科
…
本
学
科
が
培
っ
て
き
た
養
成
教
育

の
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
人
間
性
豊
か
で
新
し
い
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
保
育
者
を
養
成
す
る
た
め
に
、
幼

児
教
育
、
社
会
福
祉
、
児
童
文
化
の
３
コ
ー
ス
を
設

け
て
、
保
育
士
資
格
と
幼
稚
園
教
諭
二
種
免
許
及
び

児
童
厚
生
二
級
指
導
員
の
取
得
に
必
要
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
設
置
し
、
入
学
前
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
初
年
次
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
言
語
力
育
成
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
継
続
し
て
行
い
ま
し
た
。

③ 

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
…
本
学
科
で
は
、

豊
か
な
国
際
的
視
野
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
養
成
で
き
る
よ
う
学
生
の
興
味
や
進
路
に
合
わ
せ

て
英
語
・
国
際
交
流
・
地
域
情
報
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
４
コ
ー

ス
を
設
け
、
各
コ
ー
ス
や
分
野
に
関
連
す
る
資
格
の

取
得
を
支
援
で
き
る
よ
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
定
し

て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度
も
清
泉
版
社
会
人
基
礎
力

で
あ
る
「
清
泉
ス
ピ
リ
ッ
ト
５
つ
の
力
」
の
育
成
の

た
め
に
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
継
続
し
ま
し
た
。

　

Ｆ
Ｄ
活
動
（
教
員
の
資
質
向
上
）
と
し
て
学
生
に

よ
る
授
業
評
価
、
研
修
会
、
兼
任
講
師
と
の
懇
談
会

等
を
行
い
ま
し
た
。

〈
大
学
〉
外
部
評
価
委
員
に
よ
る
外
部
評
価
を
行
い
ま

し
た
。

〈
短
大
〉
育
英
短
期
大
学
（
高
崎
市
）
と
の
第
２
回
相

互
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
た
に
提
携
し
た
国
立
高
雄
第
一
科
技
大
学
を
加

え
、
従
来
の
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
語
学
研
修
・

文
化
研
修
活
動
）
を
行
い
、
参
加
学
生
に
助
成
金
を

支
給
し
て
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。
ま

た
、
交
流
協
定
校
の
学
生
を
招
致
し
学
内
で
交
流
会

を
行
い
、
留
学
生
の
生
活
支
援
に
つ
い
て
は
充
実
を

図
り
ま
し
た
。

　

学
生
生
活
満
足
度
調
査
を
行
っ
て
実
態
を
把
握
し
、

改
善
を
行
っ
て
い
ま
す
。

① 

通
学
等
の
支
援
…
学
生
専
用
駐
車
場
の
整
備
、
最

寄
駅
と
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
朝
４
便
、
Ｊ
Ｒ

長
野
駅
か
ら
バ
ス
通
学
者
の
料
金
の
一
部
助
成
を
行

い
ま
し
た
。ま
た
、地
域
活
動
や
学
外
活
動
の
た
め
に
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
な
ど
の
経
費
の
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

② 

奨
学
金
制
度
…
「
ラ
フ
ァ
エ
ラ
・
マ
リ
ア　

ス
カ

ラ
シ
ッ
プ
」（
成
績
優
秀
者
）、「
緊
急
奨
学
金
」（
家

計
急
変
者
）、
泉
会
（
保
護
者
会
）
に
よ
る
「
泉
会
奨

学
金
（
貸
与
）」
な
ど
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た

奨
学
金
制
度
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

③ 

学
生
相
談
室
…
臨
床
心
理
士
の
資
格
を
も
つ
教
員

３
名
と
非
常
勤
職
員
１
名
を
相
談
員
と
し
て
、
学
生
の

メ
ン
タ
ル
面
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
と
と
も
に
、
学
生
相

談
室
企
画
「
コ
ラ
ー
ジ
ュ
＆
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ド
ー
ナ

ツ
で
自
己
表
現
を
し
て
み
よ
う
」
を
行
い
ま
し
た
。

④ 
自
宅
外
通
学
者
支
援
…
一
人
暮
ら
し
の
生
活
講

座
、
ア
パ
ー
ト
経
営
者
と
の
情
報
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
の
面
談
や
ガ
イ
ダ

ン
ス
、
キ
ャ
リ
ア
系
授
業
な
ど
を
通
じ
て
自
己
理
解
・

能
力
開
発
・
職
業
理
解
を
図
る
機
会
を
設
け
、
実
践

的
な
セ
ミ
ナ
ー
や
情
報
収
集
の
場
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

提
供
し
て
就
職
・
進
学
等
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

よ
り
広
い
意
味
で
の
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
在
り

〈
大
学
〉

　

平
成
25
年
度
大
学
設
置
10
周
年
を
迎
え
、
心
理
、

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
３
コ
ー
ス
制
の
充
実
と
と
も
に
、
新
た
な
10

年
を
見
通
す
将
来
構
想
の
下
、
２
０
１
４
年
か
ら
の

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
し
ま
し
た
。

〈
大
学
〉

① 

建
学
の
精
神
の
実
現
…
本
学
の
建
学
の
礎
で
あ
る

キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
を
伝
え
る
た
め
に
、「
清
泉
講
座
」

「
人
間
学
」「
キ
リ
ス
ト
教
概
論
」
な
ど
の
キ
リ
ス
ト

教
関
係
科
目
の
履
修
（
理
念
の
学
習
）、
さ
ら
に
表
裏

一
体
を
な
す
も
の
と
し
て
、
静
修
会
と
総
称
す
る
一

連
の
行
事
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
「
自
分
を
高
め
、

他
者
の
た
め
に
考
え
行
動
す
る
人
間
の
育
成
」
を
学

部
の
統
一
目
標
に
定
め
、
教
養
教
育
、
専
門
教
育
の

体
系
的
な
連
関
に
よ
る
実
現
を
図
り
ま
し
た
。
カ
ト

リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
24
年
度
は
、
日
本
カ

ト
リ
ッ
ク
教
育
学
会
の
大
会
開
催
会
場
校
を
引
き
受

け
、
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
と
の
連
携
を
さ
ら
に
緊
密
な

も
の
と
し
ま
し
た
。

② 

心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
…
人
間
の
こ
こ

ろ
の
動
き
と
、
こ
こ
ろ
を
伝
え
あ
う
言
葉
の
学
習
を

通
じ
て
、深
い
人
間
理
解
と
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、
専
門
科

目
と
と
も
に
専
門
コ
ー
ス
で
の
学
び
を
活
性
化
さ
せ

る
役
割
を
負
う
も
の
と
し
て
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
系
の

共
通
教
育
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
初
年

次
教
育
及
び
授
業
改
善
、
入
学
直
前
・
直
後
人
間
関

係
構
築
に
資
す
る
セ
ミ
ナ
ー
、各
種
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、放
課
後
学
習
チ
ュ
ー
タ
ー
、

発
達
・
学
校
支
援
活
動
、
卒
業
演
習
・
セ
ミ
ナ
ー
教

育
充
実
、
就
職
支
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
、
ピ
ア
・

サ
ポ
ー
ト
、
ハ
ン
ガ
ー
バ
ン
ケ
ッ
ト
、
Ｓ
Ｊ
Ｃ
英
語

研
究
会
、A

rtist-in-residence program
s

、
市
民

参
加
の
コ
ロ
キ
ウ
ム
、
震
災
被
災
地
の
支
援
に
関
す

る
複
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
加
え
、
24
年
度
か

ら
、
卒
業
生
に
よ
る
学
生
支
援
、
学
内
の
美
化
ア
メ

ニ
テ
ィ
向
上
へ
の
学
生
参
加
、
長
野
市
中
央
市
街
地

平
成
24
年
度
事
業
の
実
績

教
育
研
究
組
織
の
改
編
、新
増
設
に
つ
い
て

Ⅰ

キ
ャ
リ
ア
支
援

Ⅵ

教
育
活
動
に
つ
い
て

Ⅱ

学
生
生
活
の
支
援
に
つ
い
て

Ⅴ

Ｆ
Ｄ
活
動
・
自
己
評
価
に
つ
い
て

Ⅲ

国
際
交
流
に
つ
い
て

Ⅳ

方
、
若
者
の
早
期
離
職
問
題
や
勤
労
観
・
職
業
観
の

希
薄
化
等
を
踏
ま
え
た
総
合
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
・

キ
ャ
リ
ア
支
援
の
在
り
方
を
改
め
て
見
直
す
た
め
に
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
持
つ
べ

き
機
能
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
等
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
『
研
究
紀
要
』『H

um
anitas Catholica

』
の
刊
行
、

エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
共
同
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実

施
し
ま
し
た
。

① 

保
護
者
等
と
の
連
携
…
泉
会
（
保
護
者
会
）
総
会
・

就
職
・
進
学
支
援
の
た
め
の
保
護
者
懇
談
会
・
相
談

会
の
開
催
、『
カ
レ
ッ
ジ
通
信
』
の
発
行
を
行
い
ま
し

た
。
愛
泉
会
（
O
G
会
）
と
協
働
で
、
卒
業
生
向
け

『
ニ
ュ
ー
ス
・
レ
タ
ー
』
を
発
行
し
ま
し
た
。

② 

地
域
と
連
携
…
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

国
際
交
流
、学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
、高
大
連
携
、

生
涯
学
習
講
座
、
特
別
講
演
会
、
高
校
や
公
民
館
等

へ
の
教
員
の
出
張
講
座
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
地
域

活
動
報
告
会
、
清
泉
女
学
院
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
活
動
報
告
会
や
『
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
報
』
な
ど

で
そ
の
成
果
を
学
内
外
へ
発
信
し
て
い
ま
す
。

③ 

自
治
体
等
と
の
連
携
協
定
…
地
域
貢
献
及
び
地
域

に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
、
長
野
市
、

小
川
村
、
N
P
O
法
人
と
連
携
協
定
を
締
結
し
て
お

り
、
教
育
・
文
化
・
学
術
等
の
連
携
事
業
を
行
い
、

新
た
に
千
曲
市
と
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
避
難
時
停
止
装
置
の
設
置
及
び

防
排
煙
制
御
設
備
の
改
修
工
事
、学
内
３
か
所
ス
ロ
ー

プ
の
設
置
工
事
、
講
義
棟
の
床
・
壁
の
ク
ラ
ッ
ク
補

修
と
塗
装
等
及
び
グ
ラ
ン
ド
雲
梯
の
更
新
工
事
を
行

い
ま
し
た
。

　

事
務
局
の
活
性
化
を
目
的
に
組
織
の
見
直
し
に
着

手
し
、
ま
た
財
政
面
で
は
入
学
者
増
に
よ
る
収
入
の

確
保
、
経
費
の
節
減
、
効
率
的
な
予
算
執
行
に
よ
る

支
出
の
抑
制
へ
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

保
護
者
、地
域
と
の
連
携
に
つ
い
て

Ⅷ
施
設
設
備
の
維
持
・
充
実
に
つ
い
て

Ⅸ
管
理
運
営
、財
政
基
盤
の
充
実
に
つ
い
て

Ⅹ
教
員
の
研
究
活
動
に
つ
い
て

Ⅶ



Ⅲ　財務の概要

（１）平成２４年度決算の概要
　平成２４年度決算について、過去４年度の決算額とともにご報告いたします。なお、金額は
百万円未満を四捨五入して表示しています。

① 資金収支計算書
　「資金収支計算書」は、当該年度の教育研究等の諸活動に関わるすべての収入・支出の内容
を明らかにすること並びに支払資金（現金預金）てん末を明らかにします。この計算書には、
借入金収入、前受金収入、その他の収入等の「収入」や借入金返済支出、資産運用支出、その
他の支出等の「支出」を含む全ての資金の動きが表示されます。
　平成２４年度の資金収支のうち資金収入は、清泉女学院中学高等学校の耐震補強改修工事に
係る補助金△１００百万円減などにより、補助金収入が前年比△８１百万円減少したほか、
退職金交付金収入および受取保険料の減少により雑収入が同△１９３百万円減少しましたが、
清泉インターナショナル学園の隣接土地購入に際し、第２号基本金引当特定預金を現金化した
ことによる繰入収入１，００４百万円などがあり、法人全体の平成２４年度資金収入合計は
前年度比６６６百万円多い５，６２７百万円となりました。
　資金支出は人件費支出、教育研究経費支出、管理経費支出などが全般的に減少しましたが、
清泉インターナショナル学園の隣接土地購入のための施設関係支出１，００４百万円などに
より、法人全体の資金支出合計は前年度比５４９百万円多い５，５７６百万円となりました。
　この結果、次年度繰越支払資金は前年比５１百万円多い８，５９４百万円となりました。

資金収支総括表
（金額単位：　百万円）

資金収入の部 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 前年度比
学生生徒等納付金収入 3,431 3,390 3,512 3,427 3,366 △ 61
手数料収入 40 40 34 34 34 0
寄附金収入 240 225 216 146 120 △ 26
補助金収入 771 787 919 768 687 △ 81
資産運用収入 70 66 47 29 28 △ 1
資産売却収入 0 0 0 0 0 0
事業収入 44 41 30 28 32 4
雑収入 139 97 104 259 66 △ 193
借入金等収入 14 30 22 18 22 4
前受金収入 740 742 731 709 706 △ 3
その他の収入 418 236 269 532 1,393 861
資金収入調整勘定 △ 911 △ 870 △ 1,101 △ 989 △ 827 162

当年度収入合計 4,996 4,784 4,783 4,961 5,627 666
前年度繰越支払資金 8,488 8,483 8,917 8,609 8,543 △ 66

収入の部合計 13,484 13,267 13,700 13,570 14,170 600
資金支出の部 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 前年度比
人件費支出 2,952 2,929 2,869 3,035 2,883 △ 152
教育研究経費支出 565 515 616 690 637 △ 53
管理経費支出 259 247 248 284 260 △ 24
借入金等返済支出 22 17 26 23 17 △ 6
施設関係支出 460 71 706 548 1,273 725
設備関係支出 129 50 90 38 35 △ 3
資産運用支出 556 497 480 394 412 18
その他の支出 101 69 96 108 121 13
資金支出調整勘定 △ 43 △ 45 △ 40 △ 93 △ 62 31

当年度支出合計 5,001 4,350 5,091 5,027 5,576 549
次年度繰越支払資金 8,483 8,917 8,609 8,543 8,594 51

支出の部合計 13,484 13,267 13,700 13,570 14,170 600



② 消費収支計算書

　「消費収支計算書」は、当該年度の消費収入及び消費支出の内容を明らかにすると共に、消費

収支の均衡状態が保たれているかどうかを示す計算書で、経営状態の健全性を判断することがで

きます。

　平成２４年度の消費収支計算のうち帰属収入合計は、清泉女学院中学高等学校の耐震工事の

補助金減少（△１００百万円）等により補助金が△８１百万円減少したほか、学生生徒納付金、

寄附金、雑収入等の減少により、前年度比３５８百万円少ない４，３３５百万円となりました。

基本金組入額２８８百万円を控除した消費収入合計は、前年度比△１０４百万円減の４，０４７

百万円となりました。

　消費支出については、人件費の減少８７百万円、教育研究経費の減少４９百万円、管理経費の

減少２４百万円などにより、前年度比１８７百万円少ない４，２０７百万円となり、当年度の

消費収支差額は△１６０百万円の支出超過（前年度比８３百万円の改善）となりました。

　また、基本金３７百万円取崩し後の翌年度繰越消費収入超過額は、前年度比１２３百万円減の

６，１１０百万円となりました。

消費収支総括表
（金額単位：　百万円）

消費収入の部 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 前年度比

学生生徒等納付金 3,431 3,390 3,512 3,427 3,366 △ 61

手数料 40 40 34 34 34 0
寄附金 257 227 217 148 121 △ 27
補助金 771 787 919 768 687 △ 81

資産運用 70 66 47 29 28 △ 1

資産売却差額 0 0 0 0 0 0

事業収入 44 41 30 28 32 4

雑収入 179 135 105 259 67 △ 192

帰属収入合計 4,792 4,686 4,864 4,693 4,335 △ 358

基本金組入額合計 △ 613 △ 214 △ 714 △ 542 △ 288 254

消費収入の部合計 4,179 4,472 4,150 4,151 4,047 △ 104

消費支出の部 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 前年度比

人件費 2,959 2,957 2,900 2,997 2,910 △ 87

教育研究経費 897 849 948 1,037 988 △ 49

管理経費 301 286 286 321 297 △ 24

資産処分差額 2 5 18 32 10 △ 22

徴収不能額 11 5 4 7 2 △ 5

消費支出の部合計 4,170 4,102 4,156 4,394 4,207 △ 187

当年度消費収支差額 9 370 △ 6 △ 243 △ 160 83

前年度繰越消費収入超過額 5,987 6,066 6,463 6,461 6,233 △ 228

基本金取崩額 70 27 4 15 37 22

翌年度繰越消費収入超過額 6,066 6,463 6,461 6,233 6,110 △ 123



③ 貸借対照表

　貸借対照表はある時点における資産、負債、基本金、消費収支差額の内容及び残高を示し、学校

法人としての資産状態を明らかにしています。

　平成２４年度末時点の貸借対照表における資産総額は、清泉インターナショナル学園の隣接土地

取得などによる土地の増加１，００９百万円に対して、各種引当特定預金の減少△６９８百万円、

未収入金の減少などによる流動資産の減少などから、前年度末比１１２百万円増加の２９，４３８

百万円となりました。

　負債総額は、退職給与引当金の積み増し等により固定負債が２３百万円増加する一方、未払金や

預り金の減少等により流動負債が４０百万円減少したため、１７百万円減少し１，５１０百万円と

なりました。正味財産は、基本金の純増２５２百万円および消費収支差額の減少１２３百万円により

前年度末比１２９百万円増の２７，９２８百万円となっております。

貸借対照表総括表
（金額単位：　百万円）

資産の部 20年度末 21年度末 22年度末 23年度末 24年度末 前年比

固定資産 19,019 19,214 20,004 20,433 20,638 205

有形固定資産 12,921 12,665 13,075 13,247 14,158 911

土地 6,360 6,360 6,360 6,360 7,369 1,009

建物 5,498 5,280 5,710 5,975 5,957 △ 18

その他 1,063 1,025 1,005 912 832 △ 80

その他の固定資産 6,098 6,549 6,929 7,186 6,480 △ 706

各種引当特定預金 6,074 6,532 6,914 7,170 6,472 △ 698

その他 24 17 15 16 8 △ 8

流動資産 8,709 9,113 9,060 8,893 8,800 △ 93

現金預金 8,483 8,917 8,608 8,543 8,594 51

その他 226 196 452 350 206 △ 144

資産の部合計 27,728 28,327 29,064 29,326 29,438 112

負債の部 20年度末 21年度末 22年度末 23年度末 24年度末 前年比

固定負債 534 527 557 523 546 23

流動負債 986 1,008 1,007 1,004 964 △ 40

負債の部合計 1,520 1,535 1,564 1,527 1,510 △ 17

基本金及び消費収支差額の部 20年度末 21年度末 22年度末 23年度末 24年度末 前年比

基本金 20,142 20,329 21,039 21,566 21,818 252

繰越消費収入超過額 6,066 6,463 6,461 6,233 6,110 △ 123

基本金及び消費収支差額の部合計 26,208 26,792 27,500 27,799 27,928 129

負債、基本金
  及び消費収支差額の部合計

27,728 28,327 29,064 29,326 29,438 112



（２）財務比率

  ① 消費収支計算書関係比率

分類 比率名 ※ 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 全国平均

経営状況 帰属収支 帰属収入―
はどうか     差額比率 消費支出 ／ 帰属収入
支出構成 人件費
は適切で ／ 帰属収入
 あるか 教育研究 教育研究経費

    経費比率 ／ 帰属収入
管理経費

／ 帰属収入
収入構成 学生生徒等 納付金
はどうな   納付金比率 ／ 帰属収入
っている 寄附金
 か ／ 帰属収入

補助金
／ 帰属収入

収入支出 人件費
の 学生生徒

バランス   等納付金

（注）

  ② 貸借対照表関係比率

分類 比率名 ※ 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 全国平均

自己資金 自己資金 自己資金
充    実     構成比率 ／ 総資産
資産構成 固定資産 固定資産
はどうな     構成比率 ／ 総資産
っている 流動資産 流動資産
 か     構成比率 ／ 総資産
負債の割 固定負債 固定負債
合はどう     構成比率 ／ 総資金
 か 流動負債 流動負債

    構成比率 ／ 総資金
総負債比率 総負債

／ 総資産
負債比率 総負債

／ 自己資金

（注）

①消費収支計算書関係比率
　人件費・教育研究経費・管理経費などの主要経費が減少したものの、学生生徒納付金・
補助金などの減少により、帰属収支差額比率が低下し全国平均を下回り、人件費比率は
前年度比上昇し全国平均との乖離も拡大しました。他に教育研究経費比率・寄附金比率・
補助金比率が全国平均を下回っておりますので、引続き改善努力を続けたいと思います。
管理経費比率、学生生徒等納付金比率、人件費依存率等は良好です。
②貸借対照表関係比率
　自己資金構成比率、流動資産構成比率、負債比率等全て良好で、財務面の健全性を維持
しています。

   （財務比率について）

13.1%

・※欄は各項目に対する私学共済事業団の見解（△：高い値がよい、▼：低い値が良い）
・「総資金」＝負債＋基本金＋消費収支差額 「自己資金」＝基本金＋消費収支差額
・財務比率は、小数点以下第２位を四捨五入しています。

▼ 5.8% 5.7% 5.7% 5.5% 5.4%

5.4%

▼ 5.5% 5.4% 5.4% 5.2% 5.1% 11.6%

▼ 3.6% 3.6% 3.5% 3.4% 3.3%

14.5%

▼ 1.9% 1.9% 1.9% 1.8% 1.9% 6.2%

△ 31.4% 32.2% 31.2% 30.3% 29.9%

88.4%

▼ 68.6% 67.8% 68.8% 69.7% 70.1% 85.5%

△ 94.5% 94.6% 94.6% 94.8% 94.9%

96.6%
／

・※欄は各項目に対する私学共済事業団の見解（△：高い値がよい、▼：低い値が良い）
・財務比率は、小数点以下第２位を四捨五入しています。

算式 × 100

15.9% 24.7%

人件費依存率 ▼ 86.2% 87.2% 82.6% 87.4% 86.5%

補助金比率 △ 16.1% 16.8% 18.9% 16.4%

寄附金比率 △ 5.4% 4.8% 4.5% 3.2% 2.8% 4.6%

6.9% 9.5%

△ 71.6% 72.3% 72.2% 73.0% 77.7% 60.6%

管理経費比率 ▼ 6.3% 6.1% 5.9% 6.8%

△ 18.7% 18.1% 19.5% 22.1% 22.8% 24.7%

4.5%

人件費比率 ▼ 61.8% 63.1% 59.6% 63.8% 67.1% 58.5%

  財務比率については、分母と分子にいくつかの異なった財務データを入れて比率を算出し、財務状況を検討
しますが、ここでは日本私立学校振興・共済事業団が毎年統計をとっている項目の中からいくつかを抜粋して、
短期大学法人(平成２３年度実績）の全国平均と当学院とを比較してみます。

算式 × 100

△ 13.0% 12.5% 14.6% 6.4% 3.0%
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